
菅
野
峰
明
（
か
ん
の
み
ね
あ
き
）

教
授
が
、
新
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
と
し
て
４
月
１
日
付
で
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
陸
前
高
田
市
出
身
で
、

一
関
第
一
高
校
、
東
京
教
育
大

学
（
現
筑
波
大
学
）
、
ジ
ョ
ー

ジ
ア
大
学
大
学
院
博
士
課
程
修

了
。
専
門
分
野
は
人
文
地
理
学

で
、
昨
年
三
月
ま
で
埼
玉
大
学

教
養
学
部
で
教
鞭
を
執
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

去
る
４
月
３
日
、
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
で
入
学
者
の
集
い
が

開
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
新
入
生
二
一
八
名

が
参
加
、
同
窓
会
に
よ
る
学
歌

斉
唱
の
あ
と
、
菅
野
所
長
か
ら

初
心
忘
れ
ず
に
学
習
を
続
け
る

よ
う
に
と
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
施
設
見
学
、
サ
ー

ク
ル
紹
介
、
学
習
相
談
な
ど
が

行
わ
れ
た
。

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
義
援

金
の
活
動
に
つ
い
て
は
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

放
送
大
学
に
お
き
ま
し
て
も
、

新
た
に
本
学
の
学
生
・
教
職
員

で
被
災
さ
れ
た
方
々
を
対
象
に

独
自
の
義
援
金
を
募
っ
て
お
り

ま
す
。
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方

は
事
務
室
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

で
き
る
限
り
多
く
の
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

授
業
中
や
図
書
・
視
聴
学
習

室
な
ど
学
習
セ
ン
タ
ー
に
い
る

時
に
地
震
が
あ
っ
た
場
合
は
、

慌
て
ず
に
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で

そ
の
場
で
待
ち
ま
し
ょ
う
。
学

習
セ
ン
タ
ー
は
高
層
ビ
ル
の
た

め
自
宅
に
い
る
時
よ
り
揺
れ
が

大
き
く
、
激
し
く
感
じ
ま
す
。

緊
急
の
場
合
は
、
1
Ｆ
防
災

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
避
難
指
示
等

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

り
政
府
か
ら
一
律
15
％
の
節
電

目
標
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
き

ま
し
て
も
、
ロ
ビ
ー
、
廊
下
及

び
図
書
室
・
視
聴
学
習
室
に
つ

い
て
一
部
の
照
明
を
落
と
し
て

お
り
ま
す
。
利
用
さ
れ
る
皆
様

に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
23
年
8
月
27
日
（
土
）

13
時
30
分
か
ら

講
師

堀

新

共
立
女
子
大
学
教
授

演
題

「
豊
臣
」
家
康
の
発
見

上
記
以
外
の
平
成
23
年
度
の

公
開
講
演
会
に
つ
い
て
は
、
現

在
計
画
中
で
す
が
、
決
定
次
第

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

去
る
三
月
末
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流

会
の
会
旗
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
、
会
の
象
徴
と
し
て
Ｃ

Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
活
動
の
場
に
掲

げ
ま
す
。

先
の
東
日
本
大
震
災
の
影
響

に
よ
り
、
秩
父
市
役
所
庁
舎
の

改
修
工
事
を
行
う
関
係
上
、
秩

父
市
歴
史
文
化
伝
承
館
1
Ｆ
に

あ
り
ま
し
た
秩
父
校
（
再
視
聴

施
設
）
を
秩
父
市
芸
術
文
化
会

館
1
Ｆ
（
道
の
駅
ち
ち
ぶ
に
隣

接
）
に
移
転
し
ま
す
。

現
在
、
放
送
教
材
の
貸
出
の

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
2
学
期
（
10
月

入
学
）
の
学
生
募
集
が
始
ま
り

ま
す
。

出
願
期
間
は
、
6
月
1
日
（
水
）

か
ら
8
月
31
日
（
水
）
ま
で

大
学
院
修
士
全
科
生
（
4
月
入

学
）
は
、
8
月
19
日
（
金
）
か

ら
9
月
2
日
（
金
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
に
放
送
大
学

に
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
是
非
、

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
紹
介
さ
れ

た
方
が
入
学
し
た
場
合
、
薄
謝

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
昨

年
度
「
開
講
25
周
年
」
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て

「
記
念
誌
」
を
発
行
し
、
図
書

室
に
配
架
し
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

第１４号 学 生 新 聞 平成２３年５月２１日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

電話 048-650-2611

学
生
新
聞

就
任
の
挨
拶

所
長

菅
野
峰
明

4
月
1
日
付
け
で
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所

長
に
就
任
し
ま
し
た
菅
野
峰
明
で
す
。

昨
年
3
月
に
埼
玉
大
学
を
定
年
退
職
す
る

ま
で
、
教
養
学
部
で
33
年
間
、
人
文
地
理
学
・

地
誌
学
を
教
え
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
ア
メ

リ
カ
の
都
市
の
形
成
過
程
、
都
市
構
造
、
ア

メ
リ
カ
の
諸
地
域
の
地
域
性
と
そ
の
形
成
過

程
、
ア
メ
リ
カ
南
部
の
特
性
、
そ
し
て
ア
メ

リ
カ
の
高
齢
者
の
移
動
な
ど
を
研
究
し
て
き

ま
し
た
。

放
送
大
学
で
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を
通
し

て
授
業
を
学
び
ま
す
が
、
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
面
接
授
業
を
開
講
し
て
、
教
員
と
直
接
接

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

勉
学
の
途
中
で
感
じ
た
疑
問
・
質
問
は
直
接
、

学
習
セ
ン
タ
ー
の
客
員
教
員
や
面
接
授
業
担

当
の
講
師
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
学

び
や
す
い
学
習
環
境
を
整
備
す
る
の
が
仕
事

で
あ
り
ま
す
。
放
送
大
学
は
学
ぶ
意
欲
の
盛

ん
な
人
々
の
集
ま
り
で
す
の
で
、
そ
れ
ら
の

人
々
に
と
っ
て
学
び
や
す
い
環
境
を
作
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

菅
野
所
長
就
任

入
学
者
の
集
い

大
震
災
募
金

菅
野
所
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

４
月
１
日
付
で
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

所
長
に
就
任
さ
れ
た
菅
野
峰
明
先
生
を

埼
玉
C
S
C
交
流
会
の
4
人
で
ご
挨
拶

を
兼
ね
て
訪
問
し
ま
し
た
。

ご
出
身
は

あ
の
３
月
11
日
発
生
の
「
東
日
本
大

震
災
」
で
市
街
地
の
大
部
分
が
破
壊
的

被
害
を
受
け
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の

出
身
で
、
当
地
で
中
学
校
ま
で
過
ご
し
、

県
内
の
一
関
第
一
高
校
卒
業
後
、
東
京

教
育
大
学
（
現
筑
波
大
学
）
に
入
学
。

こ
の
度
の
大
震
災
で
、
市
内
勤
務
中

の
甥
を
大
津
波
で
亡
く
し
、
先
日
四
十

九
日
の
法
要
を
す
ま
せ
た
。

ご
専
門
（
学
究
分
野
）
は

高
校
の
地
理
学
の
授
業
で
、
興
味
を

抱
き
、
そ
の
後
大
学
で
地
理
学
を
学
ぶ

決
意
を
す
る
。
た
だ
当
時
は
研
究
者
に

な
る
こ
と
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
大
学
に
入
学
し
て
、
沖
縄
を

除
く
46
都
道
府
県
を
旅
行
し
て
い
る
中

で
、
日
本
は
地
方
・
地
域
に
よ
り
、
か

な
り
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
奨
学
生
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学

の
大
学
院
に
留
学
し
、
地
理
学
の
中
の

「
ア
メ
リ
カ
地
誌
研
究
」
を
専
門
に
、

ア
メ
リ
カ
都
市
圏
と
物
資
流
動
の
関
係

を
分
析
・
研
究
し
た
。

帰
国
後
、
埼
玉
大
学
で
地
理
学
を
教

え
る
こ
と
に
な
り
、
一
時
期
、
副
学
長

も
務
め
た
。
放
送
大
学
で
も
、
こ
の
２

学
期
に
は
、
面
接
授
業
で
「
ア
メ
リ
カ

地
誌
」
を
担
当
す
る
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
生
に
つ

い
て

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
学
生
は
真
面

目
で
、
勉
学
へ
の
意
欲
を
感
じ
る
。
自

分
の
使
え
る
時
間
を
有
効
活
用
し
て
、

勉
学
に
励
ん
で
ほ
し
い
。

面
接
授
業
に
関
し
て
は
、
就
任
後
間

も
な
い
の
で
、
い
ろ
ん
な
学
生
を
相
手

に
、
ど
の
よ
う
な
講
義
が
望
ま
し
い
の

か
が
ま
だ
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
の
要
望
を
よ
く
聴
い

て
、
今
後
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
を
考

え
た
い
。

埼
玉
C
S
C
交
流
会
活
動

に
つ
い
て

学
生
、
同
窓
生
、
学
校
間
の
交
流
を

深
め
る
環
境
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る

と
思
う
。

ご
自
身
の
趣
味
な
ど

旅
行
や
写
真
撮
影
が
趣
味
で
、
日
本

国
内
の
県
庁
所
在
都
市
は
す
べ
て
訪
れ

た
。
旅
す
る
こ
と
は
大
変
楽
し
い
と
思

う
。
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
、
自
ら
は
進
ん

で
呑
む
こ
と
は
な
い
が
、
お
誘
い
が
あ

れ
ば
お
付
き
合
い
程
度
に
た
し
な
む
事

と
し
て
い
る
。

（
文
責

笹
原
）

「
東
日
本
大
震
災
」

３
月
11
日
（
金
）

午
後
２
時
46
分
、
三

陸
沖
を
震
源
と
す
る

Ｍ
9.0
の
巨
大
地
震
が

発
生
し
、
東
北
か
ら

関
東
地
方
に
か
け
て

の
広
い
範
囲
で
大
津

波
な
ど
に
よ
る
未
曾

有
の
災
害
が
続
い
た
。

当
日
、
私
は
新
宿
の
高
層
ビ

ル
の
42
階
に
あ
る
美
術
館
で
絵

画
展
を
見
て
い
た
が
、
突
然
立
っ

て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
横
揺
れ

と
、
そ
れ
に
続
く
突
き
上
げ
る

よ
う
な
縦
揺
れ
で
、
や
っ
と
の

思
い
で
壁
に
寄
り
掛
か
っ
て
い

た
。
あ
の
有
名
な
ゴ
ッ
ホ
の

「
ひ
ま
わ
り
の
絵
」
が
風
に
舞

う
凧
の
よ
う
に
バ
タ
バ
タ
と
左

右
に
揺
れ
動
く
の
を
呆
然
と
し

て
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

「
そ
の
場
で
座
っ
て
い
て
く
だ

さ
い
。
何
か
に
つ
か
ま
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
館
員
が
叫
ん
で
い

る
の
が
聞
こ
え
る
が
、
あ
た
り

に
イ
ス
も
、
捕
ま
る
も
の
も
な

く
、
た
だ
床
に
座
り
込
ん
で
、

揺
れ
の
収
ま
る
の
を
待
っ
て
い

る
し
か
な
か
っ
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
も
可
動
せ
ず
、

少
し
揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
に
、

30
名
程
で
一
団
と
な
っ
て
一
歩

一
歩
避
難
階
段
を
踏
み
し
め
な

が
ら
42
階
か
ら
避
難
場
所
と
な
っ

た
２
階
会
議
室
ま
で
降
り
て
行
っ

た
。
階
段
の
途
中
は
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
壁
が
一
部
崩
落
し
、
そ
の

残
骸
が
積
も
っ
て
い
て
、
と
て

も
歩
き
づ
ら
く
、
や
っ
と
の
思

い
で
２
階
の
会
議
室
に
た
ど
り

着
い
た
。
交
通
マ
ヒ
で
帰
宅
も

で
き
ず
、
た
だ
テ
レ
ビ
に
映
る

大
災
害
の
惨
状
を
た
め
息
交
じ

り
で
見
な
が
ら
一
晩
を
過
ご
す

し
か
な
か
っ
た
。

笹
原
誠
二

学生手帳

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

大
谷
木

勇
さ
ん

今
回
は
去
る
3
月
全
コ
ー
ス

を
卒
業
さ
れ
、
生
涯
学
習
奨
励

賞
の
金
剛
賞
に
輝
き
、
名
誉
学

生
に
な
ら
れ
た
大
谷
木
勇
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ

放
送
大
学
に
入
ら
れ
た
動

機
や
き
っ
か
け
は
。

Ａ

幅
広
い
分
野
の
学
問
を
勉

強
し
た
い
と
思
っ
た
た
め
で
す
。

Ｑ

長
く
学
習
を
続
け
ら
れ
た

理
由
や
秘
訣
は
。

Ａ

最
初
の
卒
業
ま
で
は
、
効

率
的
な
学
習
を
心
が
け
ま
し
た

が
、
以
降
は
の
ん
び
り
、
マ
イ

ペ
ー
ス
で
勉
強
を
進
め
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

Ｑ

放
送
大
学
在
学
中
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
。

Ａ

最
初
の
卒
業
で
は
卒
論
が

必
修
で
あ
り
、
や
は
り
苦
労
し

ま
し
た
。
ま
た
、
面
接
授
業
の

単
位
を
全
く
取
っ
て
お
ら
ず
、

卒
論
に
併
行
し
て
面
接
授
業
の

全
単
位
を
1
年
で
取
っ
た
こ
と

が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

放
送
大
学
や
在
学
生
に
望

む
こ
と
は
。

Ａ

放
送
授
業
に
し
て
も
、
面

接
授
業
に
し
て
も
、
も
っ
と
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
て

ほ
し
い
。
学
習
セ
ン
タ
ー
は
祝

日
に
も
開
所
し
て
ほ
し
い
。
工

夫
す
れ
ば
放
送
大
学
は
も
っ
と

さ
ま
ざ
ま
な
事
が
で
き
る
と
思

う
。

Ｑ

今
後
の
ご
予
定
や
抱
負
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ

す
で
に
選
科
履
修
生
と
し

て
再
入
学
し
て
お
り
、
の
ん
び

り
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で
勉
強
を
続

け
る
つ
も
り
で
す
。

（
文
責

若
松
）

地
震
時
の
対
応

節
電
対
策

公
開
講
演
会

秩
父
校
の
移
転

留
学
便
り馬

場
令
子

イ
ギ
リ
ス
に
来
て
初
め
て
病

院
に
か
か
っ
た
時
の
こ
と
を
書

き
ま
す
。

胃
が
痛
く
て
大
学
に
あ
るU

E

A
m
e
d
i
c
a
l

c
e
n
t
r
e

に
行
き

ま
し
た
。

ま
ず
予
約
を
取
る
。
受
付
で

「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」
と
は

聞
か
れ
ま
せ
ん
。
日
本
の
よ
う

に
内
科
、
外
科
、
小
児
科
な
ど

分
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
一
人
の

ド
ク
タ
ー
が
ほ
と
ん
ど
見
て
い

る
よ
う
で
す
。

ド
ク
タ
ー
の
部
屋
は
15
程
あ

り
ま
す
。
電
光
掲
示
板
に
名
前

が
出
て
指
定
さ
れ
た
部
屋
に
向

か
っ
た
ら
、
先
生
が
ド
ァ
を
開

け
て
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

白
衣
で
は
な
く
私
服
で
（
女

医
）
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
も
室
内
に

あ
り
ま
し
た
。
と
て
も
親
し
み

が
あ
っ
て
、
診
察
も
ゆ
っ
た
り

し
て
い
て
丁
寧
で
身
近
に
感
じ

ま
し
た
。
「
胃
が
痛
く
て
眠
れ

な
い
」
と
訴
え
る
と
、
「
尿
を

取
っ
て
き
て
下
さ
い
」
と
言
わ

れ
、
細
い
ビ
ー
カ
ー
を
渡
さ
れ

て
び
っ
く
り
、
先
生
に
渡
す
と

私
の
目
の
前
で
リ
ト
マ
ス
紙
で

テ
ス
ト
「
こ
の
色
だ
か
ら
OK
、

大
丈
夫
ね
」
。
そ
の
ビ
ー
カ
ー

を
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
立
て
て
結

果
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
ん
で

い
た
。
私
は
倒
れ
る
ん
じ
ゃ
あ

な
い
か
と
ハ
ラ
ハ
ラ
ビ
ク
ビ
ク
、

カ
ル
テ
は
な
く
全
て
パ
ソ
コ
ン

に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

診
察
は
と
て
も
ゆ
っ
た
り
し

て
い
て
一
人
20
分
ぐ
ら
い
で
あ

り
、
通
訳
を
介
す
る
と
30
分
も

か
か
る
。
血
液
の
検
査
は
、
こ

れ
も
予
約
で
２
～
３
日
後
ナ
ー

ス
室
で
血
液
を
採
る
。
先
生
が

全
て
一
人
で
や
っ
て
い
る
。
帰

り
に
血
液
検
査
の
２
週
間
後
の

予
約
を
取
っ
て
薬
を
も
ら
っ
て

帰
る
。

料
金
は
全
て
無
料
で
歯
科
だ

け
は
大
学
生
で
も
保
険
は
き
か

な
く
初
診
で
￡
20
、
旅
行
保
険

に
歯
科
特
約
を
付
け
れ
ば
無
料
、

こ
ち
ら
は
歯
科
は
と
て
も
高
い
。

（
続
く
）

学
生
募
集

C
S
C
交
流
会

会
旗
を
作
製

25
周
年
記
念
誌
発
行



面
接
授
業
の
追
加
登
録
は
、
空

席
が
あ
れ
ば
原
則
、
最
初
の
開
講

日
の
１
週
間
前
ま
で
受
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
空
席
の
あ
る
科
目
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
申

し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
授
業
準
備
の
都
合
上
１

週
間
以
上
前
で
も
受
け
付
け
を
し

な
い
科
目
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

通
信
指
導
の
提
出
期
限
は
、
平

成
23
年
6
月
7
日
（
火
）
本
部
必

着
で
す
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
受
付
は
、
平
成
23
年

5
月
23
日
（
月
）
か
ら
で
す
。
通

信
指
導
を
提
出
し
て
い
な
い
と
単

位
認
定
試
験
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

６
月
８
日
（
水
）

･

横
浜
「
三
渓
園
」
散
策

集
合
場
所
、
時
間
な
ど
の
詳
細

は
幹
事
よ
り
別
途
連
絡

７
月
13
日
（
水
）･

オ
ペ
ラ
鑑
賞

・
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
「
ト
ロ
ヴ
ァ
ト
ー

レ
」
・
９
月
の
合
宿
内
容
の

確
定

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で

13
時
よ
り
開
催

5
月
28
日
（
土
）
、
6
月
11
日

（
土
）
、
6
月
25
日
（
土
）

一
関
藩
・
田
村
家
文
書
の
翻
刻

を
お
こ
な
い
ま
す
。

・
定
例
勉
強
会

6
月
14
日
（
火
）
御
伽
草
子

７
月
12
日
（
火
）
学
習
情
報
交
換

・
イ
ベ
ン
ト

6
月
23
日
（
木
）
防
災
学
習
セ
ン

タ
ー
（
北
鴻
巣
）
見
学

・
Ｐ
Ｃ
楽
習
会

毎
週
火
曜
日

（
第
2
火
曜
日
を
除
く
）

６
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日
、

７
月
５
日

午
前
10
時
30
分
か
ら
12
時
ま
で

定
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

新
学
期
に
入
り
新
し
い
メ
ン

バ
ー
も
増
え
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
雰
囲

気
の
中
、
毎
回
楽
し

く
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

・
公
開
読
書
会

７
月
12
日
（
火
曜
日
）

午
前
10
時
～
12
時

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
９
階
講
義
室

講
師
：
黒
澤
英
典

（
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
）

テ
キ
ス
ト
・
神
谷
美
恵
子
著
作

集
ま
た
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り

「
生
き
が
い
に
つ
い
て
」
（
み
す

ず
書
房
発
行

１
６
８
０
円
）
を

お
読
み
の
う
え
、
当
日
直
接
会
場

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：
福
島
米
美

・
例
会

５
月
17

日
（
火
）
、
６
月
21

日

（
火
）

絵
手
紙
教
室

被
災
地
に
向
け

て
の
絵
手
紙

７
月
１
日
（
金
）

古
代
ハ
ス
見
学

6
月
7
日
（
火
）
午
後
1
時

7
月
5
日
（
火
）
午
後
1
時

8
階
講
堂
会
議
室

五
月
の
爽
や
か
な
風
を
体
に
感

じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

色
と
り
ど
り
の
草
花
が
一
層
鮮
や

か
に
な
っ
て
風
情
を
醸
し
出
し
て

い
ま
す
。
近
郊
の
里
山
に
キ
ジ
の

声
を
聞
く
の
は
贅
沢
で
し
ょ
う
か
。

東
日
本
大
震
災
の
現
地
の
悲
惨

な
状
況
を
見
る
に
つ
け
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
つ
け
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
慢
性
病
を
抱
え
る

わ
が
身
で
は
、
現
地
で
却
っ
て
足

手
ま
と
い
に
な
る
の
で
は
と
二
の

足
を
踏
ん
で
い
ま
す
。
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
興
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
放
送
大
学

の
学
習
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
。
セ
ン
タ
ー
に
は
様
々
な
サ
ー

ク
ル
が
あ
り
ま
す
。
新
し
い
事
に

挑
戦
し
て
、
ご
自
分
の
世
界
を
広

げ
、
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

学
生
新
聞
で
は
、
皆
様
の
原
稿

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
号
は
7

月
中
旬
発
行
で
す
。
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サ
ー
ク
ル
案
内

編
集
後
記

俳
句

雨
は
れ
て
色
ま
す
藤
の
雫
か
な

十
詩

紫
木
蓮
母
の
形
見
の
裾
模
様

安
代

隅
田
川
花
び
ら
満
ち
て
平
和
な
り

保
子

タ
ラ
の
芽
の
探
し
当
て
た
り
山
陰
に

智
子

旬
で
す
と
ひ
と
き
わ
光
る

春
告
鳥
（
に
し
ん
）
の
目

八
重
子

藪
椿
真
赤
に
く
ず
れ
屋
敷
神

春
江

墨
か
ほ
り
若
葉
の
窓
は
う
す
緑

光
娥

囀
り
や
朝
の
厨
の
効
果
音

と
く
江

（
つ
み
草
）

川
柳

四
倉

光

ひ
と
暴
れ
く
に
を
壊
し
た
鯰
か
な

鯰
に
は
弱
い
く
に
だ
と
思
い
知
り

連
句

連
衆

熟
年
会

発
句

若
葉
し
て
大
内
宿
を
包
み
け
り

と
く
江

脇

奴
っ
こ
の
毛
槍
空
に
舞
ひ
た
る

光
娥

第
三

春
霞
槍
も
穂
高
も
定
ま
ら
ず

大
納
言

第
四

決
断
迫
る
語
気
は
鋭
く

よ
っ
ち
ゃ
ん

第
五

震
災
や
一
千
年
の
壁
や
ぶ
り

と
し
子

第
六

の
ぞ
く
目
が
合
い
仰
天
す

あ
ー
ち
ゃ
ん

第
七

見
つ
め
合
う
二
人
の
愛
や
藤
の
花

順
子

第
八

梅
雨
も
ま
じ
か
に
富
士
の
傘
雲

気
象
予
報
士

第
九

ほ
と
と
ぎ
す
山
腹
か
す
め
鳴
き
に
け
り

紀
夫

高
齢
化
社
会
と

成
年
後
見
制
度

金
田
勝
治

放
大
開
学
と
同
時
に
第
一
期
生
と

て
入
学
、
在
籍
歴
二
十
六
年
目
、
現

在
大
学
院
修
士
選
科
生
と
し
て
無
い

頭
脳
を
し
ぼ
り
ぬ
い
て
勉
学
に
と
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
て
、
私
も
前
期

高
齢
者
の
レ
ツ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
年

齢
と
な
り
、
介
護
保
険
に
今
の
と
こ

ろ
厄
介
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い

つ
介
護
保
険
制
度
の
適
用
人
間
に
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
介
護

保
険
制
度
と
成
年
後
見
制
度
の
事
に

つ
い
て
少
し
考
え
て
見
た
い
と
お
も

い
ま
す
。
介
護
保
険
に
つ
い
て
は
周

知
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

後
見
制
度
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
「
し
ら
な
い
」
「
わ
か
ら
な

い
」
「
必
要
な
い
」
等
の
認
識
を
持
っ

て
お
り
、
社
会
的
認
識
度
は
大
変
低

い
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
両
制
度
は
平
成
十
二
年
四
月

に
車
の
両
輪
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
成
年
後
見
制
度
は
法
定
後

見
と
任
意
後
見
に
大
別
さ
れ
、
法
律

の
規
定
に
よ
り
、
定
め
ら
れ
た
制
度

で
あ
り
「
後
見
」
「
保
佐
」
「
補
助
」

の
三
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
制
度
は
、
現
在
判
断
能
力
不
十
分

な
状
態
に
あ
る
本
人
に
つ
い
て
、
本

人
ま
た
は
家
族
等
の
申
し
立
て
に
よ
っ

て
家
庭
裁
判
所
が
適
任
と
認
め
る
人

を
本
人
の
権
利
擁
護
者
（
後
見
人
）

に
選
任
し
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
後
見

人
等
に
裁
判
所
は
法
律
で
さ
だ
め
ら

れ
た
一
定
の
権
限
を
付
与
し
後
見
事

務
は
開
始
さ
れ
ま
す
。
次
に
任
意
後

見
制
度
は
契
約
に
よ
る
後
見
制
度
で

本
人
が
契
約
の
締
結
に
必
要
な
判
断

力
を
有
し
て
い
る
間
に
あ
ら
か
じ
め

将
来
自
分
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な

状
態
に
な
っ
た
時
に
、
自
分
の
代
理

人
（
任
意
後
見
人
）
と
な
る
べ
き
人

と
そ
の
代
理
人
の
権
限
の
範
囲
（
後

見
事
務
の
内
容
）
を
契
約
に
よ
っ
て

定
め
て
お
き
、
実
際
に
本
人
の
判
断

能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た
時
、
そ
の

契
約
の
効
力
を
発
生
さ
せ
て
自
分
が

選
ん
だ
代
理
人
（
任
意
後
見
人
）
に

自
分
が
委
託
し
た
後
見
事
務
を
行
っ

て
も
ら
う
制
度
で
す
。
そ
し
て
、
契

約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
は
任
意
後
見

監
督
人
を
通
じ
て
任
意
後
見
人
を
監

督
す
る
と
い
う
間
接
的
な
形
態
で
後

見
事
務
に
関
与
す
る
と
い
う
事
に
な

り
、
こ
の
点
法
定
後
見
制
度
と
異
な

る
と
い
え
ま
す
。

以
上
、
二
つ
の
制
度
概
要
で
す
が
、

ド
イ
ツ
で
は
一
九
二
二
年
施
行
「
世

話
法
」
で
特
に
進
ん
で
お
り
、
法
定

後
見
は
一
二
〇
万
件
、
任
意
後
見
六

十
万
件
。
日
本
は
法
定
後
見
約
十
二

万
二
千
件
、
任
意
後
見
二
五
四
八
件

【
公
証
人
・
小
高
雅
夫
氏
資
料
引
用
】

目
前
に
せ
ま
っ
た
高
齢
社
会
へ
の

対
応
と
し
て
こ
の
成
年
後
見
制
度
を

多
く
の
人
に
活
用
さ
れ
て
、
高
齢
者

の
人
権
擁
護
・
福
祉
社
会
の
確
立
が

急
が
れ
る
今
日
と
い
え
ま
す
。

詩
歌
・
川
柳

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

十
月
九
日
（
土
）

晴

ド
ヴ
ロ
ク
ニ
ク
（
ク
ロ
ア
チ
ア
）

朝
バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
は
、
だ
ん
だ

ん
近
づ
い
て
く
る
ク
ロ
ア
チ
ア
の
新

市
街
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
今

日
も
快
晴
。
か
ね
て
か
ら
一
度
来
た

い
と
思
っ
て
い
た
「
ア
ド
リ
ア
海
の

真
珠
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
ド
ヴ
ロ

ク
ニ
ク
に
と
う
と
う
来
る
こ
と
が
で

き
た
。
我
々
は
バ
ス
で
旧
市
街
に
向

か
っ
た
。
そ
こ
に
は
ア
ド
リ
ア
海
特

有
の
真
っ
青
な
海
に
白
い
波
、
そ
の

す
ぐ
脇
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
屋
根
の

家
々
が
朝
日
を
浴
び
て
美
し
く
輝
い

て
い
た
。
地
中
海
貿
易
に
よ
り
発
展

し
た
こ
の
島
は
、
い
ろ
い
ろ
な
国
に

支
配
さ
れ
続
け
て
き
た
が
、
巧
み
な

外
交
と
強
固
な
城
壁
に
よ
っ
て
都
市

国
家
と
し
て
の
自
治
を
守
り
続
け
、

モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「
リ
ベ
ル
タ
ス

（
自
由
）
」
を
売
る
こ
と
は
な
か
っ

た
そ
う
だ
。

堅
牢
な
城
壁
を
く
ぐ
っ
て
街
の

中
に
は
い
る
と
、
十
六
世
紀
に
は
世

界
最
先
端
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
こ
の

街
の
飲
料
水
と
な
っ
た
巨
大
な
噴
水

「
オ
ノ
フ
リ
オ
の
噴
水
」
が
出
迎
え

て
く
れ
た
。
こ
の
こ
ろ
上
下
水
道
も

す
で
に
完
備
さ
れ
て
い
た
と
か
。
ま

ず
訪
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
院
に

は
、
十
四
世
紀
創
業
の
薬
局
も
あ
っ

た
。
次
に
訪
れ
た
の
は
ス
ポ
ン
ザ
宮

殿
。
自
由
を
愛
し
た
ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク

の
人
々
は
、
独
裁
を
極
端
に
嫌
っ
た

た
め
首
長
た
る
総
督
の
在
任
期
間
は

た
っ
た
の
四
週
間
の
み
で
、
そ
の
間

こ
の
宮
殿
に
こ
も
り
、
「
私
事
を
忘

れ
、
つ
ね
に
公
共
に
心
を
配
る
べ
し
」

を
実
践
し
た
と
い
う
。

観
光
後
の
自
由
時
間
に
訪
れ
た
広

場
で
は
、
ギ
タ
ー
と
バ
イ
オ
リ
ン
、

そ
し
て
木
製
の
フ
ル
ー
ト
で
、
素
晴

ら
し
い
演
奏
が
奏
で
ら
れ
て
い
た
。

空
気
が
乾
い
て
い

る
せ
い
か
ひ
と
き

わ
美
し
く
聞
こ
え

る
よ
う
だ
。
し
ば

ら
く
の
間
、
こ
こ

で
我
々
家
族
は
、
美
し
い
音
色
に
耳

を
傾
け
て
旅
の
疲
れ
を
い
や
す
こ
と

に
し
た
。

十
月
十
日
（
日
）
晴

今
日
は
い
よ
い
よ
ム
ジ
カ
と
別
れ

る
日
。
船
は
す
で
に
ベ
ニ
ス
の
港
に

接
岸
し
、
我
々
は
下
船
の
順
番
を
待

ち
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
ム
ジ
カ
に

別
れ
を
告
げ
た
。
下
船
後
は
水
上
タ

ク
シ
ー
で
ジ
ュ
デ
ィ
ッ
カ
島
に
あ
る

ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
ベ

ニ
ス
は
今
ま
で
の
夏
の
よ
う
な
観
光

地
の
気
候
か
ら
一
挙
に
晩
秋
に
飛
び

越
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
肌
寒
さ
だ
。

海
辺
に
立
つ
ホ
テ
ル
は
ど
っ
し
り

と
し
て
い
て
、
壮
観
な
た
た
ず
ま
い

を
し
て
い
た
。
荷
物
を
ホ
テ
ル
に
預

け
て
、
さ
っ
そ
く
ベ
ニ
ス
の
観
光
に

出
か
け
た
。
妻
は
三
度
目
、
私
は
二

度
目
、
そ
し
て
義
母
は
初
め
て
の
あ

こ
が
れ
の
ベ
ニ
ス
。
初
め
て
で
は
な

い
我
々
夫
婦
も
、
ま
だ
、
サ
ン
マ
ル

コ
寺
院
へ
も
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
へ
も

入
っ
た
こ
と
が
な
い
。
今
回
は
、
何

と
し
て
も
中
を
見
て
み
た
い
も
の
と
、

意
気
込
ん
で
観
光
に
臨
ん
だ
。

ド
ゥ
カ
ー
レ
宮
殿
は
、
総
督
の
住

居
兼
政
庁
で
、
裁
判
所
の
置
か
れ
た

共
和
国
の
権
力
の
象
徴
だ
と
か
。
内

部
は
豪
華
な
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
派
の
画

家
た
ち
の
絵
画
で
飾
ら
れ
て
お
り
、

な
か
で
も
２
階
大
評
議
室
の
間
を
飾

る
テ
ィ
ン
ト
レ
ッ
ト
の
大
作
「
天
国
」

は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
そ
の
後
、
牢

獄
内
を
見
て
歩
き
、
窓
か
ら
囚
人
が

こ
の
橋
を
見
て
た
め
息
を
つ
い
た
と

い
う
、
た
め
息
橋
を
覗
き
外
へ
出
た
。

宮
殿
の
見
学
の
後
は
、
サ
ン
マ
ル

コ
広
場
を
通
っ
て
ベ
ネ
チ
ア
グ
ラ
ス

の
工
房
を
見
学
。
見
事
な
ベ
ネ
チ
ア

グ
ラ
ス
の
工
程
を
流
ち
ょ
う
な
日
本

語
で
解
説
し
て
く
れ
た
。
工
房
の
す

ぐ
前
に
は
ゴ
ン
ド
ラ
が
行
き
か
っ
て

い
て
、
ま
さ
に
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン

の
よ
う
だ
。

自
由
時
間
に
、
サ
ン
マ
ル
コ
寺
院

に
入
ろ
う
と
寺
院
の
前
に
来
て
み
た

が
、
今
回
も
寺
院
の
前
は
長
蛇
の
列
。

仕
方
が
な
い
の
で
、
今
回
は
家
族
総

出
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
広
場
で
三

番
目
に
歴
史
が
古
い
と
い
う
有
名
な

カ
フ
ェ

ラ
ヴ
ェ
ー
ナ
（
一
七
五
〇

年
創
業
）
で
休
息
を
と
る
こ
と
に
し

た
。
待
っ
た
か
い
が
あ
り
、
念
願
か

な
っ
て
や
っ
と
中
に
入
る
こ
と
が
で

き
た
。
内
部
は
み
ご
と
な
モ
ザ
イ
ク

画
で
装
飾
さ
れ
、
ビ
サ
ン
チ

ン
美

術
の
影
響
が
多
く
見
ら
れ
た
。
一
番

奥
の
主
央
祭
壇
の
後
ろ
に
は
黄
金
の

祭
壇
画
「
パ
ラ
・
ド
ー
ロ
（Pa

la
d

'O
r
o

）
」
が
あ
り
、
聖
人
像
が
七

宝
や
、
黄
金
、
無
数
に
は
め
込
ま
れ

た
宝
石
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
た
。

見
学
を
終
え
、
や
っ
と
サ
ン
マ
ル

コ
寺
院
へ
の
未
練
を
な
く
し
て
、
ホ

テ
ル
へ
帰
る
こ
と
に
し
た
。
戻
っ
た

ホ
テ
ル
の
部
屋
か
ら
の
ベ
ニ
ス
の
街

の
眺
め
は
ま
た
格
別
で
、
夕
暮
れ
に

少
し
ず
つ
姿
を
変
え
て
い
く
ベ
ニ
ス

の
街
を
飽
き
ず
に
眺
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

十
月
十
一
日
（
月
）

今
日
も

晴

長
い
と
思
っ
て
い
た
旅
も
今
日
は

と
う
と
う
最
終
日
、
ベ
ニ
ス
を
離
れ

る
日
と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
前
の
水

上
バ
ス
乗
り
場
か
ら
は
、
別
れ
を
惜

し
む
ム
ジ
カ
の
姿
も
ま
だ
見
え
て
い

る
。
我
々
は
、
五
十
分
ほ
ど
水
上
バ

ス
に
乗
っ
て
、
無
事
日
本
へ
の
機
上

の
人
と
な
っ
た
。

（
完
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

エ
ー
ゲ
海
・

ア
ド
リ
ア
海
ク
ル
ー
ズ
（
三
）

小
島
博
明

ラ
ン
ド
セ
ル
に

願
い
を
託
し
て

４
月
上
旬
、
「
ラ
ン
ド
セ
ル
の
寄

贈
を
」
の
チ
ラ
シ
が
新
聞
の
折
り
込

み
に
入
っ
て
い
た
。
近
く
に
住
む
孫

の
ラ
ン
ド
セ
ル
は
、
今
春
小
学
校
を

卒
業
し
た
の
で
役
目
は
終
わ
っ
た
が

行
き
場
が
な
く
、
肩
身
が
狭
そ
う
に

新
品
の
中
学
の
カ
バ
ン
と
一
緒
に
机

の
脇
に
置
い
て
あ
っ
た
。

早
速
、
「
一
日
も
早
い
復
興
を
」

と
の
願
い
を
込
め
て
、
近
く
の
新
聞

販
売
店
に
届
け
た
。
後
日
、
店
主
か

ら
59
個
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が
集
ま
っ
た

の
で
、
新

聞
社
を
通

し
て
災
害

地
に
送
っ

た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

被
災
地
で
は
4
月
下
旬
に
な
っ
て

よ
う
や
く
入
学
式
・
始
業
式
が
行
わ

れ
た
と
報
じ
る
テ
レ
ビ
画
面
に
は
、

嬉
し
そ
う
な
児
童
の
姿
が
映
し
出
さ

れ
て
い
た
。
小
さ
な
背
に
は
、
「
一

日
も
早
い
復
興
を
」
の
願
い
を
託
さ

れ
た
ラ
ン
ド
セ
ル
が
幾
つ
か
あ
る
だ

ろ
う
。
陽
春
の
光
に
輝
い
て
い
た
。

岡
里
順
子

面
接
授
業
の

追
加
登
録

通
信
指
導
の
提
出

毎
回
好
評
を
博
し
て
お
り
ま

す
「
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き
」
の
今

年
度
第
１
回
の
予
定
が
決
ま
り

ま
し
た
。

日
時

6
月
29
日
（
水
）

13
時
30
分
か
ら
14
時
30
分

場
所

第
2
講
義
室

話
題
「
奥
深
い
生
物
の
性
を

解
き
ほ
ぐ
す
」

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
第
1
回

「
サ
ロ
ン
ま
つ
ざ
き
」

未
来
の
会

朗
読
の
会
「
こ
こ
ろ
」


